
発明の名称：
デブロモラウリンテロールからなる香料

電 14ページ

利用・用途・応用分野

発電装置等環境発電分野、エネルギー分野

目的・課題 解決ポイント

振動水柱型波力発電装置用動
力変換装置においては、空気室
内が常に加圧又は減圧状態と
なって、空気室を構成する隔壁
が衝撃的な圧縮力と引っ張り力
を受け、隔壁材を引っ張り衝撃
に強くするために高コストとなっ
ている。

往復流から一定の向きに回転する回転軸
の動力に変換する場合、従来のウェール
ズタービンなどでは変換効率が犠牲に
なっていたが、本発明では一定の向きに
回転する軸の動力に変換可能である。両
方の場合のエネルギー変換量の差が小
さいことに着目し、空気室内が減圧状態
の時だけエネルギー変換する構成を提示
した。これにより、空気室内が加圧状態に
なることを避けることが出来、空気室の流
失を回避出来た。
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Ａ 振動水柱型波力発電装置用
動力変換装置

１ 筒体
２ タービン
３ 回転軸
４ ラチェット内蔵ギアボックス
５ 支え
6 軸受
7 発電機
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空気室と連絡、または空気室の一部を構成する筒体内に配置されたタービンの
回転軸にラチェット機構を連結し、水面変動により筒体内に発生する流体の往復
流から一定の向きに回転する軸の動力として取り出し、発電機を回して発電する。


